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◇南海トラフ巨大地震対策に関する専門部会の取り組み 

南海トラフ巨大地震に対する関係機関
連携の実効性を高め、中国地方の総合
的な災害対応の向上を図るため 

中国地方の防災に関する連絡会 

○防災に関する取組状況 

○大規模災害を想定した広域連携
訓練の企画・調整 

 ・図上訓練や実動訓練等を実施 

○応急活動における具体的な連携方法と平時か
ら備える事項 

○中長期的な視点による予防的な対策 
連携訓練 
専門部会 

○緊急物資輸送の在り方 

○旅客代替輸送・帰宅困難者対策の在り方 

緊急輸送 
専門部会 

南海トラフ巨大地震 
対策計画専門部会 

○防災・災害対応の連携方策 
 ・緊急輸送に関すること 
 ・大規模災害対策計画に関すること 
 ・連携訓練に関すること 

○訓練の実施・予定の情報共有
と相互参加 

第１回 南海トラフ巨大地震対策計画専門部会、連携訓練専門部会 
（平成26年10月24日設置）開催の様子 

第２回 南海トラフ巨大地震対策計画専門部会、連携訓練専門部会 
（平成27年2月12日）開催の様子 

１．中国地方における南海トラフ巨大地震対策の検討体制 
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２．ワーキンググループ・専門部会の開催状況及び今後の予定 

H26年度 

第１回 ワーキンググループ 
・各機関の重要な施設の抽出、対応上の課題の抽出、各機関に及ぶ支障、波及する事態の共有 

・各機関が欲しい情報や要望、連携・共有すべき事項の抽出、各機関が保有している機能（装備等）の情報提供 

 ⇒ワーキングを通じて、各機関の要望や連携・共有すべき事項を抽出 

第１回地域対策計画専門部会、第１回連携訓練専門部会 
・専門部会の運営要領・座長選出 

・具体的連携の検討方針の確認 

第２回 ワーキンググループ 
・連携・共有すべき事項の取り組み内容の共有 

  ⇒第1回ワーキングで挙がった「連携・共有すべき事項」のうち、次年度に優先して着手する事項を抽出し、具体
的な進め方を共有（協議機関、実施時期、回数等） 

10月24日 

12月25日 

第２回地域対策計画専門部会、第２回連携訓練専門部会 同時開催 
・応急活動の具体的な連携方針の確認、共有、課題の抽出 

1月20日 

2月12日 

2月27日 

本日 

中国地方の防災に関する連絡会 専門部会の検討状況について報告 

H27年度
以降 

以下の４つの事項について連携・協議し、連携方法およびその手順を策定 
 ⇒被災情報の共有／総合啓開／ライフライン復旧／物資輸送 

H27年度 

以下の３つの事項について連携・協議し、連携方法およびその手順を策定 
 ⇒避難支援／広域応援／地域の復旧 

H28年度 

より具体的な連携方法およびその手順をブラッシュアップし、連携の強化、実効性向上を図る H29年度 

以降 

【事務局】ワーキングで挙がった意見より、参加機関の 
応急活動の時系列、各機関で連携・共有すべき事項を整理 

直後の社会的影響が大きく、WGでも意
見が多かった「被災情報の共有」、
「総合啓開」、これらの活動に大きく
影響する「ライフラインの復旧」の３
事項、及び既に専門部会にて検討中の
「物資輸送」について次年度ワーキン
グで優先して検討する方針を承認 

先行して検討した事項
について訓練を通じて
検証し、随時更新 
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中防連の全構成機関（５１機関）により、 
被災後の機関ごとの課題抽出 

応急活動のテーマを設置し、テーマ毎に、 
個別ＷＧを実施 

中国地方 地震・津波防災対策WG成
果： 

「応急活動のテーマごとの具体的な 
連携方法およびその手順（案）」 

各県の 
地域防災計画 

各機関の 
防災計画 

各県、関係機関に関わ
る内容を抽出し、反映 

３．中国地方における南海トラフ巨大地震対策の進め方 
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４．ワーキンググループおよび専門部会の結果報告 

第１回WGの実施内容 
（広島市をモデルケースに実施） 

第１回ＷＧの実施状況 

①南海トラフ巨大地震時の被害想定を参加者で確認した上で、各機関の重要な施設、各機関に及ぶ支障、波及
する事態を抽出・共有した。 

②各機関が欲しい情報、連携・協議すべき事項、各機関が保有している機能（装備等）の情報を抽出・共有した。 

８班（各班６名程度） 
に分かれてグループワーク 

被害想定を 
参加者で確認 

重要施設をふせんに 
書き、図面に貼付 

重要施設や支障を  
各班のメンバー間共有 

ＷＧ作業①の実施結果 
（広島市内の被害様相図） 

ＷＧ作業②の実施結果 
（関係機関間で連携・ 
協議すべき事項等） 

ＷＧで出されたキーワード 

「避難支援、道路啓開、航
路啓開、施設復旧、広域応
援、燃料、物資輸送、通信
（電気、ガス等）、廃棄物、
情報共有体制」等 
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４．ワーキンググループおよび専門部会の結果報告 

第２回WGの実施内容 
（広島市をモデルケースに実施） 

①第１回WGの整理結果の共有 
⇒関係機関で連携・協議すべき７つの事項を抽出し、共有 
②連携・共有すべき事項の取り組み内容の共有 
⇒第１回WGで挙がった「連携・共有すべき事項」より、『被災情報の共有』『総合啓開』『ライフラインの復旧』の３
つを優先して着手すべき事項として選定し、具体的な進め方を協議（各事項の「実施機関」、「具体的な検討・
取り組み事項」、「取り組み方」等） 

 得られたWGの意見を基に、事務局にて具体的な進め方と全体スケジュールを
検討提案し、第2回専門部会にて承認を得た 

 次年度に優先して着手する３つの事項『①被災情報の共有』、『②総合啓開』、
『③ライフラインの復旧』を選定し、検討中の『④物資輸送』を加えて具体的な
進め方を協議した 

第２回地域対策計画専門部会、第２回連携
訓練専門部会にて結果報告 

第２回ＷＧの実施状況 

各班より進め方等 
の協議結果を発表 

事前に決めることや 
取り組み方を、ふせん
に書き、各班で共有 

ＷＧ作業②の実施結果 
（優先して着手すべき 
事項の取り組み方） 

８班（各班６名程度） 
に分かれてグループワーク 

 

 
 
 
 
 
 

１．避難支援  

２．被災情報の共有 

３．総合啓開  

４．広域応援 

５．物資輸送 

６．ライフライン復旧 

７．地域の復旧 

連携・協議すべき
７つの事項 

 




